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みんなの尾瀬をみんなでまもる
このパンフレットは尾瀬の木道をリサイ
クルしています。









　尾瀬の自然をまもるためには人が立ち入らないことが一番か
もしれません。しかし、それでは尾瀬の自然にふれることは
できませんし、その美しい自然をまもることの大切さを感じる
こともできません。そこで、自然に与える影響を最小限に抑え
ながら、自然とふれあうことができるよう、尾瀬には木道が
敷かれているのです。木道は、山間部を含めて尾瀬のほぼ全域
をカバーしており、総延長約65kmに及びます。
　東京電力では、群馬県の所有地内を中心に、約20kmの木道
を敷設、維持管理しています。材料には、折れにくく水に強い
国産のカラマツ材を使用していますが、10年前後で架け替えが
必要となるため、毎年計画的に整備しています。







東京電力では、尾瀬に公衆トイレを7ヶ所設置してご利用い
ただいていますが、これらのトイレには、自然の川に劣らない
水質まで浄化できる、高機能の浄化槽が設置されています。
また、東京電力グループ会社・東京パワーテクノロジーが
運営する山小屋（鳩待山荘・至仏山荘・東電小屋・元湯山荘・
尾瀬沼山荘）にはウォッシュレットトイレを導入しています。
この背景には、トイレットペーパーの使用量を削減し、浄化
槽の負荷を低減し、きれいな水質に浄化できるようにするた
めです。





尾瀬戸倉の森は、尾瀬に隣接する広大な森林で、利根川最上
流域の水源の森として、また、尾瀬の自然をまもる緩衝地帯と
して重要な役割を担っています。戦後復興期には、首都圏の需
要に対応して木材が盛んに伐り出され、その跡には主に生育の
早いカラマツが植林されました。昭和40年（1965年）以降、
東京電力は、この尾瀬戸倉の森を下流の水力発電所の水源かん養
林として大切に管理・保育してきましたが、一部成長の良くない
カラマツ林を本来の豊かな広葉樹林に戻し、育ててきました。
平成21年（2009年）8月に「森林のCO2吸収・生物多様性
認定」（フォレストック認定）、平成22年（2010年）2月に
は、国際的な森林認証制度FSC
も取得しました。こうした外部
機関のアドバイスをいただきな
がら、この森をより豊かな水源
かん養林として管理していきた
いと考えています。

現在、当社が管理する木道の一部に
は、FSC認証のカラマツ材を使用し、
焼印がついています。






